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YASUGI

安来の魅力を再発見

新しい安来

知らなかった安来

安来

A t o Z
発見!

たくさんの方々にご協力いただきました。

ありがとうございました。



message

安来で生まれ育った私でも

知らない安来がまだたくさんあることに

この A t o Z 制作を通して気づくことができました。

そして、これから安来がどんなまちになっていくのか

楽しみにもなってきました。

小さい時からずっと安来で過ごしてきて、

ずっと見てきた風景や思い出がここにはたくさんあります。

安来を好きな理由、まだ知られていない安来がきっと見えてくるはず。

この冊子を通してそんな魅力を発見し、広めていけたらと思います。
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お
気
に
入
り

favoritedojosukuic a f eboundary

“ アラエッサッサー ”

  安来市民なら誰もが

  一度は耳にしたこと

  がある安来節の代表

  的な合いの手です。

  今では公共施設や道

  の駅の名称に取り入

  れられるほど、この

　フレーズが安来市を

　代表するとても大事

  なキーワードになっ

　ています。

あ
ら
え
っ
さ

C D E
古民家の絵本屋さん

「子どもの本つ〜ぼ」
は安来町西灘にあり
ま す。店 主 の 市 ヶ 坪
裕子さんは大好きな
絵本のお店を大好き
な安来で始めようと
思い、このまちで絵
本の魅力を伝えてい
ま す。お 店 の 周 辺 に
は、まだ昔ながらの
家 屋 が 残 っ て お り、
安来のかつての街並
みや雰囲気を感じる
こ と が 出 来 ま す。大
人も子どもも楽しめ
る懐かしくて新しい
絵本屋さんです。
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ど
じ
ょ
う
す
く
い

A
  

正直、安来にカフェ
が多いイメージはあ
まりなかったのです
が…。最近「あれ？
ここにもカフェでき
てたんだ！」と気づ
くことが多いです。
そして、これからま
だまだ増えてくので
はないかなと期待し
ています。話題性の
ある場所、安来には
まだそのようなとこ
ろは少ないけれど、
だからこそ色々なこ
とがチャレンジしや
すいまちなのではな
いかと思います。

カ
フ
ェ

安 来 節 の 始 ま り は 元
禄 時 代 （ 1 6 8 8 か ら
1 7 0 4 年 の こ ろ ） と
言 わ れ て い ま す 。 当
時 の 安 来 で の 暮 ら し
の 中 か ら 生 ま れ た 安
来 節 。 ど じ ょ う す く
い は 酒 の 席 で 安 来 節
に 即 興 で 振 り を つ け
て 踊 っ た こ と が 始 ま
り で 、 偶 然 が 生 ん だ
奇 跡 と も 言 わ れ て い
ま す 。 今 で は 安 来 節
と い え ば 「 ど じ ょ う
す く い 」 を 連 想 さ せ
る ほ ど 代 表 的 な も の
に な っ て い ま す 。 実
は 、 男 女 で 振 り が 違
う よ う で す 。 知 ら な
か っ た … 。

安来の夏の風物詩と
いえば、8 月のお盆
時期に行われる月の
輪神事。1300 年受
け継がれてきた伝統
的な神事です。「エン
ヤエンヤ、デゴ･デッ
トーヤ」（みんなみん
な、出てきて手伝え
よ）と掛け声をかけ
ながら 4 つの町内か
ら神事の山車が町に
繰り出します。４日
間行われる神事の見
どころは、4 つの町
内がそれぞれの腕を
競い合う神事四重連
です。とても迫力が
あり、毎年圧倒され
ます。

境
界
線

安来はすぐ隣が鳥取

県で、県と県を繋ぐ

まちでもあります。

また、広瀬・伯太の

山間地域と中海に面

した港町という二つ

の要素を持つまちで

す。水辺と山の境界

線、県と県との境界

線。境界線はどちら

の要素も持っている

ということ。これも

また安来の魅力のひ

とつですね。

B



G I J K LH
平日は市外へ、休日
はほとんど安来で過
ごしていた私にとっ
て、ここでの時間は
自由でとてもゆっく
りと流れているよう
に感じられました。
休日だからこそ、ゆ
っくり安来を満喫で
きるチャンスだと思
います。私のお気に
入りは中海沿いに続
く散歩道です。安来
で自分のお気に入り
スポットを探してみ
るのもいいかもしれ
ません。

時
間

j i k a nhistory l o c a l
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ga s s a n i c h i g o kiyomizu

月山富田城は安来の
広瀬町に戦国時代、
山陰地方を占めてい
た尼子氏の本拠地で
す。今では城跡とな
っていますが、国の
史跡に指定されてい
ます。ハイキングコ
ースが整備されてお
り、眺めは最高、秋
は紅葉が綺麗で、要
注目スポットです。
安来の地酒にはこの
月山から名付けられ
た日本酒が販売され
ているほど月山は安
来のシンボル的存在
なのです。

大正創業の醤油屋さ
ん、パン屋さん、お
菓子屋さん…安来で
は多くの老舗店が今
でも愛され続けてい
ます。新しいものを
どんどん取り入れて
いく時代に、安来は
古いものを大切にし
ているまちと感じる
ことが多いです。古
いものを大切にし、
新しいことを起こし
ていく。安来にはそ
んなまちであって欲
しいですし、そのた
めにできることを考
えていきたいです。

清水寺は安来にもあ
ります！小さな頃か
ら毎年初詣はここに
来ていたので、大人
になってから改めて
行くと、本堂に向う
までの道がすごく風
情があって素敵だな
と感じました。長く
続く石段を登り続け
ると、視界が開けて
本堂と三重塔が見え
てきます。寒い冬で
も体はあったまり、
眺めも良くて最高で
す。四季ごとに表情
を変えてくれるのも
良いですね。

安来の特産品といえ
ば、イチゴ。安来の
イチゴが味わえるカ
フェが２０２０年に
オープンしました。
とても可愛らしいお
店の外観で、イチゴ
の他にもたくさんの
フルーツを使ったス
イーツを楽しむこと
できます。地元の特
産品を味わえるスイ
ーツカフェ、一度訪
れて欲しいスポット
です。

広がる田園風景を見
ていると、田舎って
いいなあと改めて思
います。田舎だから
こそ感じられる魅力
は数え切れないほど
ありますし、人それ
ぞれにそう思うポイ
ントも違うと思いま
す。安来にも気づか
なかったけど、実は
これって安来ならで
はの魅力では…？と
いう発見が、少しで
きたような気がしま
す。



M N O P Q R

michikusa n a v y o n e p l a y q u i e t r i v e r

安来節にも登場する

十神山。神無月に八

百万の神が出雲大社

に向かう途中の休憩

所として言い伝えら

れてきました。そん

な十神山ですが、現

在では一角に砂浜や

キャンプ場が設けら

れており、全長 3.5

キロの遊歩道で山と

水辺を楽しめるレジ

ャー施設になってい

るそうです。

み
ち
く
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 O
ne  

〜
十
七
年
連
続
日
本
一
の
庭
園
〜

安来市古川町にある

足立美術館には多様

な庭園、そして有名

画家たちによる数々

の作品が展示されて

います。庭園の面積

は 5 万坪に及び、絵

画のような日本庭園

は常に庭師らの手に

よってその美しさが

保たれています。ア

メリカの日本庭園専

門誌のランキングで

は、17 年 (※）連続

1 位に選ばれていま

す。

N
avy

遊
び

静
け
さ

安来市広瀬町にある
藍染の老舗天野紺屋
は、明治 3 年から続
く歴史ある藍染紺屋
です。雪が深かった
広瀬地区。冬の時期
でも家の中でできる
染めの文化が広まっ
たそうです。５代目
の天野尚さんは、自
分の好きな色だから
こそ、藍染の魅力を
たくさんの人に伝え
ていくことができる
そうです。染めの体
験もでき、自分だけ
の作品を作ることが
できます。

小さい時は家でゲー

ムをして遊ぶよりも

友達と家の近所で秘

密基地を探したり、

川の浅瀬で水遊びを

していることが多か

ったです。遊び場は

自然の中に常にあり

ました。大人になっ

た今でも自然はいつ

も私たちの遊び相手

になってくれます。

安来の川はこのまち

の産業を支えていま

す。美味しいお豆腐

や醤油、お米、ここ

でできた食材は川か

運ばれた水を使用し

ています。自然と産

業の結びつきが強い

のも安来の魅力だと

思います。変わらな

い味が地元の人々に

愛され続ける味にな

っているのだと思い

ました。

賑やかな場所も魅力
的ですが、たまには
風の音や、どこから
か鳥や虫の鳴き声だ
けが聞こえる、そん
な静かなまちにも行
きたくなります。安
来はそんな静けさを
持ったまちでもあり
ます。私が安来市内
をふらっと巡りたく
なるのはこの静けさ
の中に自分を置き、
自分と向き合う時間
が好きだからだと思
います。

川
※

※2020年12月現在
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V
安来節の歴史からも
わかるように安来は
昔から文化交流が活
発な地域でした。安
来港を出入りしてい
た船の船頭たちが各
地の歌をうたったこ
とが影響し、今の安
来節によく似た「さ
んこ節」が生まれま
した。安来節はある
種の化学反応で生ま
れたのではと思いま
す。まだまだ知られ
ていない文化もきっ
とたくさんあると思
います。

ずっとこのまちで暮

らしてきた私にとっ

て、安来はいつでも

戻って来られる場所

であり、離れて暮ら

していても、たまに

戻ると懐かしくて安

心できる場所です。

恐らく、ずっと安来

で暮らしていたらこ

のことには気づけな

かったと思います。

故郷があることはと

ても幸せなことなの

だと改めて感じまし

た。

美肌県で有名な島根
県。玉造温泉はお隣
の松江市にあります
が、ここ安来にも小
さな温泉地、鷺の湯
温泉があります。温
泉地といえば賑やか
なイメージがありま
すが、安来の温泉地
は宿が三軒。とても
静かでゆっくりと時
間の流れに身を任せ
ながら過ごすことが
できます。たまには

「何もしない」こんな
時間があってもいい
かもしれません。

安来は意外と絶景ス

ポットが多いように

思えます。例えば能

義平野を通る白鳥ロ

ード。冬はコハクチ

ョウが飛来すること

からその名で呼ばれ

ています。田園に降

り立った白鳥が広が

る平野の風景をさら

に引き立ててくれま

す。白鳥が道路を横

断する光景に出会え

ることも…。

広瀬地区の紙製造の
文化の始まりは江戸
時代まで遡ります。
農業の副業として栄
えた広瀬和紙。今で
も機械ではなく手作
業で紙づくりは行わ
れています。１９８
２年３月には、浜田
市の石州和紙や奥出
雲町の雲州そろばん
などと並び、県ふる
さと伝統工芸品に指
定されました。これ
からも受け継がれて
いくべき、広瀬地区
の伝統であり、大切
な地域資源です。

竹
ス
ト
ロ
ー

t a k e  
s t r a w

T
2 0 1 9 年 、 安 来 市 広
瀬 町 に 本 社 を 置 く 、
 「 株 式 会 社 ひ ろ せ プ
ロ ダ ク ト 」 が 持 続 可
能 な 資 源 で あ る 竹 を
原 材 料 と し た 「 竹 ス
ト ロ ー 」 の 開 発 に 成
功 し 、 話 題 と な り ま
し た 。 他 に も 「 竹 歯
ブ ラ シ 」 な ど 、 竹 を
使 っ た 環 境 に 優 し い
新 し い 製 品 を 開 発 し
て い ま す 。 世 界 へ 発
信 し て い け る 安 来 に
吹 く 新 し い 風 な の で
は な い か と 私 は 思 い
ま し た 。
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My
安来

A t o Z
発見!

作ってみよう！

書けたらぜひこちらまで！
皆様のAtoZ待ってます！

送信先：yasugi.atoz@gmail.com
zimotopan

Y Z ?

What is
    yasugi

         to you?

あなたにとって

安来とは？

改めて
「安来のここが好き！」を
考えてみませんか？

山
城

地
元
パ
ン

これも発見です。安

来って意外とパン屋

さんがたくさんある

んです。黒井田町に

ある「杉本パン」に

はレトロなパッケー

ジのパンが多く並ん

でいます。昔から地

元の人たちに愛され

続けているパンがま

だまだたくさんあり

そうです。安来の地

元パン、探してみる

のもいいですね。

安来はおよそ 80 箇
所もの山城があると
いわれており、山城
の宝庫なのです。月
山富田城はもちろん
他にも大きな「割れ
石」のある天馬城、
月山富田城を守る支
城とされ、頂上から
は大山を望むことの
できる安田要害山城
など、さまざまな山
城があります。山城
には安来の歴史が隠
されています。ガイ
ドマップを持って安
来で山城めぐりはい
かがでしょうか？yama j i r o



伯太のチューリップ

鷹入の滝

－作者について－
内藤 和（ないとう のどか）

1998年、島根県安来市に生まれる。

小さい頃は絵を描くことや、友達と秘密基地を作ったり、

探検ごっこをするのが好きで、ほぼ毎日外で遊んでいた。

遊び相手が自然そのものであった私にとって、

地元の原風景はいつまでも残していきたい大切なものである。

この冊子の制作を通して、私自身も地元をさらに好きになった。

多くの人に地元を語れる“地元バカ”になりたい。

安来市商工観光課　「安来みちくさ便り」より 
https://www.yasugimichikusa.com/map

（メールアドレス：yasugi.atoz@gmail.com）

白椿大橋

飯梨川

清水寺

やすぎ
映え

スポット


